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黄褐色が脱色された.吸収曲線は図7の通りで， 315 nm 
付近に吸収極大点をもら，また290nm付近以下にヨウ化
カリウム溶液に基づく吸収を示している.
おわりに
窒素酸化物やアクロレインなどと中性ヨウ化カリウム
溶液の聞の反応性を実験的に検討した結果， (1)二酸化窒
素はヨウイ七カリウム溶液からヨウ素を遊離させる， (2)一
酸化窒素およびアクロレインは反応牲をもたないがp 中
性ヨウ化カリウム溶液中の遊離ヨウ素を還元(脱色〉す
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る可能性がある乙とを示した.
これらの結果は定性的のものに過ぎないので定量化す
るために目下実験を行役いつつあり，二酸化窒素につい
ては既に知見が得られている.一酸化窒素およびアクロ
レインについても実験するので次固に定量的の結果を報
告することになるであろう.なお，本研究は光化学スモ
ッグの発生機構を探究し，防止対策を樹立することを目
的とする調査研究 サマースカイプロジェクト一ーの
一環として愛知県より委託されたものである旨を記し，
ブpロジェクトチームの一員として種々と配慮頂いた愛知
県公害調査センタ{大気部長小池一美氏に謝意を表す
る.
1) 環境大気測定法(第2編汚染物質の測定法入 愛知県環境部(昭和47年3月)
